L’ image symétrique de nous-mêmes
我々自身の鏡像

西洋は、２度繰り返して日本を発見した。（１度目は）１６世紀半ば､ポルトガル商人に続いてやってきたイエズス会士たちが、さらに日本に深く入っていった時、そして（２度目は）それから３００年後、日本に国際貿易への門戸を開くことを強いるためにアメリカが率いた海戦に伴って。

　最初の発見の主役の一人が、ルイスフロイス神父だった。二度目の発見において（フロイスに）相当するような役割は、チェンバレンに帰せられ、フロイスは今日ではチェンバレンの先駆者だと考えられている。１８５０年に生まれ、チェンバレンは日本を訪れ、定住し、そして東京大学の教授になった。彼の本のうち、１８９０年に出版され、辞書形式で構成されたＴｈｉｎｇｓ　Ｊａｐａｎｅｓｅの、Ｔｏｐｓｙ-Ｔｕｒｖｙｄｏｍという題名のＴの項目の記事は、『さかさまの世界』と訳されているが、「日本人はヨーロッパ人が自然で礼儀正しいとするやり方とはまったく反対のやり方で物事を行う」という見方を詳しく説明している。

　例えば、日本のお針子は、糸を動かして穴に通すヨーロッパのやり方の代わりに、穴を動かして針に糸を通す。彼女たちは針の上で生地を動かし縫っていく。我々が生地に針を刺すようにして縫っていくのとは反対に。

　最近の考古学の発掘で見つかった焼き物の例は、既に１６世紀には我々の習慣とは反対に日本人が右側から馬に乗っていたことを証明する。今日でも、外国から日本に来た人は次のようなことに驚く。日本の木工職人は、我々のやり方のように押しながらではなく、道具を自分のほうに引きながらのこぎりを挽く。そして、日本の木工職人は、その名前が示すように木を平らにして薄くするのに役立つかんな（もち手のついたナイフ）も同様に引くようにして扱う。日本では、陶工はろくろを左足で時計の針の方向に回す。右足でろくろを回してそれを反対に動かすヨーロッパや中国の陶工とは違って。

